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予算額  補正額 予算現額
支出負担
行為済額

支出済み額 繰越額 不用額

Ａ Ｂ Ｃ＝Ａ＋Ｂ Ｄ Ｅ F C-E-F

31,500,000 9,260,000 40,760,000 38,698,800 9,718,800 28,980,000 2,061,200

31,500,000 9,260,000 40,760,000 38,698,800 9,718,800 28,980,000 2,061,200

31,500,000 9,260,000 40,760,000 38,698,800 9,718,800 28,980,000 2,061,200

専決報告について

　下記のとおり、あいち電子調達共同システム（CALS/EC）事業（システム開発費）の
予算の繰越を専決したので、報告します。

２　電子調達（CALS/EC）事業システム開発費繰越計算書

協議会の要望案件（平成24年3月15日時点で142件）のうち障害20件（うち現行システム17
件）、設定ミス12件（うち現行システム3件）について富士通に対応させた。これらの対応の
ため、システムテストが実施できなかった。

記

電子調達（CALS/EC）事業システム開発費について予算を翌年度に繰り越して実
施する理由

科　　目

システム
開発費

合　　　　計

　本業務にかかる平成２３年度事業費については、下記の理由により当初スケジュールからの遅れ
が生じたため、平成23年度新あいち電子調達共同システム（CALS/EC)開発業務に性能向上のための
作業を追加し、履行期限を平成24年3月末から7月末まで延長する変更契約を締結することとするた
め、この分にかかる予算を翌年度に繰り越すものである。

電子調達
(CALS/EC)事業

新データセンター内LGWAN環境構築時期について、富士通とＤＣ側の認識が異なっていたため
移行作業が遅れた。（9月終了予定のところ11月までかかった。）

9月の移行作業の遅れの対応策として運用テストと性能テストを並行して実施することとした。

12月に運用テスト時の設定ミス及び現行システムの性能不足により、テストを一次中止した。

12月に協議会から、性能向上の為の追加要望を行った。富士通側も了承し、作業に着手した。

9月に発覚した「予定価格等が閲覧できるシステム不具合」の検証結果を受けた再発防止策実
施を公表した（平成24年1月10日）。このため、協議会として障害対応が終了した後にシステ
ムテストを行うべきという考え方を採用した。
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